
タイトル：「（仮称）第１回長久手市地域公共交通シンポジウム」開催概要（案） 

テーマ：みんなで育む公共交通 

 

日時：平成２７年１月（午後）開催予定（３時間程度） 

場所：長久手市福祉の家 集会室（予定） 

対象者：長久手市民、公共交通事業者 （定員：１００名程度） 

 

趣旨 

 第１回のシンポジウムでは、「これからの公共交通はみんなで育くむ」という意識の醸成、

今後の取組みへの参加を促すことを目標とします。 

 そのため、内容については、来場者参加型のプログラムを作成し、みんなで楽しみなが

ら、公共交通についての活発な意見交換ができる場になることを目指します。 

内容 

１ 基調講演（６０分）  

  名城大学松本教授 

「これからの地域公共交通に求められる役割ついて」 

（各地で公共交通に関する協働の取組み事例を重点的に紹介。） 

２ 情勢報告（３０分） 

  ・N-バスワークショップの取組発表 

３ パネルディスカッション（６０分）（議題×２題×３０分） 

 ・（仮）将来、長久手市民に必要とされる公共交通の姿とは。 

 ・（仮）利用しやすく、市民に頼られる公共交通を育むために市民・行政・事業者は今後

何をすべきだろう。  

コーディネーター・・・松本教授 

パネリスト（５人程度）（例：公共交通会議委員、事業者、市役所職員、市民など予定。） 

４ まとめ（１０分） 

５ その他 

  集会室までの廊下にパネル展示を行う。（各事業者ＰＲ、アンケート等） 
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